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はじめに
公共財産である道路においては、安全円滑な交通機能

の確保の観点からその空間を天上天下、道路管理者が所

有してきた。一方、都心部では、業務 ･ 商業集積地での

空間需要の高まり、鉄道駅周辺等を中心とした交通結節

点の更なる機能強化、官民が連携した一体のまちづくり

等、社会的ニーズが高まりを見せている。

道路空間を民間事業者等の道路管理者以外が使う方法

として、これまで道路占用制度等を中心に活用されてき

たが、占用用途の制限、権利の担保性等、利用者側の懸

念材料が複数あった。立体道路制度においては、近年の

改正により道路空間を限定して私権設定が可能となった

ことや、地区計画区域内の全ての道路に対して制度適用

が可能となるなど、活用の幅が拡大している。

現在、立体道路制度を活用し道路管理者以外が既存道

路上空に空間整備をした事例はないが、国道 15 号・品

川駅西口駅前基盤整備でのケーススタディを通じ、制度

活用にあたっての課題と見解を報告する。

� 我が国における立体道路制度の現状

２－１　立体道路制度の概要

立体道路制度は幹線道路等の整備促進と土地の高度利

用に関する取り組みの一つで、道路の区域を立体的に定

め、それ以外の空間利用を可能にすることで、道路と建

築物等との一体的整備を実現する制度である。運用にあ

たっては、道路法、都市計画法、建築基準法について、

規制を緩和することで、道路上空の利用を実現すること

が可能となるものである（図１、表１）。

２－２　立体道路制度の変遷

　立体道路制度は平成元年に創設されて以降、道路上空

活用ニーズの多様化にあわせて主に表２のような改正が

行われている。

平成 26 年には、これまで新設・改築時に限定されて

いた立体道路制度について、特定地域の既存道路におい

ても適用できることとなり、その対象が拡大された。ま
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本調査研究では、道路を立体的に活用し都市機能の高度化を図ることが可能となる「立体道路制度」について、その

制度の変遷や平成 30 年度制度改正のポイントと概要を示した。

また、制度を活用した新たな拠点づくりとして、国道 15 号品川駅西口駅前基盤整備をケーススタディとして取り挙

げ、制度活用上の問題点を挙げるとともに、自動運転技術等の将来技術革新を前提とした次世代の交通拠点のあるべき

姿について、検討成果の報告を行う。

官民連携による立体道路制度の展望
〜品川における交通結節点のケーススタディ〜
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ᖹᡂ 26ᖺには、これࡲで新設࣭ᨵ⠏に㝈ᐃされていࡓ❧య㐨㊰ไᗘについて、≉ᐃᆅᇦの᪤

Ꮡ㐨㊰においても㐺用でࡁることとなり、ࡑのᑐ㇟がᣑされࡓࡲ。ࡓ、ᖹᡂ 28ᖺには、㐨㊰に

༊ศᆅୖᶒの設ᐃが可能となり、㐨㊰ୖ✵✵間➼を民間事業者➼がά用可能㸦⚾ᶒ設ᐃがチ可㸧

となるなど、ไᗘの㐺用⠊ᅖがᣑしてࡁている。 

 

表２　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路）
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た、平成 28 年には、道路に区分地上権の設定が可能と

なり、道路上空空間等を民間事業者等が活用可能（私権

設定が許可）となるなど、制度の適用範囲が拡大してき

ている（表３）。

２－３�　立体道路制度の変遷 ‒ 平成 30 年度
改正

これまでは、都市再生緊急整備地域内での適用に限定

されていた一般道路への制度適用（私権の設定）につい

て、平成 30 年 7 月には地区計画区域内全ての道路に対

して活用することが可能となった。これにより、首都圏

等の限定地域の制度であったが、今後は全国各都市での

制度活用ニーズが生まれることが期待される（図２）。

品川における
交通結節点のケーススタディ

３－１　プロジェクトの概要

Ңܦ˙

品川駅周辺地域は、羽田空港の更なる国際化や 2027

年開業を目指すリニア中央新幹線、2020 年に暫定開業

を目指す高輪ゲートウェイ駅など、地域のポテンシャル

が高まっている。また、西口地区（高輪３丁目・４丁目）

では、民間事業者による新規開発が予定されており、今

後大幅な来訪客の増加が見込まれている。

現在の品川駅と西口地区は、国道 15 号で分断されて

�

 3 
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なっࡓ。これにより、㤳㒔ᅪ➼の㝈ᐃᆅᇦのไᗘであっࡓが、今後はᅜྛ㒔ᕷでのไᗘά用ࢽ

ーࢬが⏕ࡲれることが期待される。 
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 ⦌⤒ڦ

ရᕝ㥐࿘㎶ᆅᇦは、⩚⏣✵ の᭦なるᅜ㝿や 2027 ᖺ開業を┠ᣦすࣜࢽ୰ኸ新ᖿ⥺、2020

ᖺにᬻᐃ開業を┠ᣦす㧗㍯ࢤー࢙࢘ࢺ㥐など、ᆅᇦの࣏テンシࣕルが㧗ࡲっている。ࡓࡲ、す

ཱྀᆅ༊㸦㧗㍯㸱┠࣭㸲┠㸧では、民間事業者による新つ開Ⓨがணᐃされており、今後ᖜな

᮶ゼᐈのቑຍがぢ㎸ࡲれている。 

⌧ᅾのရᕝ㥐とすཱྀᆅ༊は、ᅜ㐨 15ྕでศ᩿されており⊃ᑠな㥐๓ᗈሙと┦ࡲって、Ᏻᛶ࣭

౽ᛶにࡁなㄢ㢟をᢪ࠼ている。 

ᅗ㸫㸰 ᖹᡂ 30ᖺᗘᨵṇࡢᴫせ 図２　平成 30 年度改正の概要
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表３　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路 + 道路区域に民間施設）

9



�

おり狭小な駅前広場と相まって、安全性・利便性に大き

な課題を抱えている（図３）。

これらを踏まえ、国土交通省では有識者や民間事業協

力者、関係行政機関と共に検討会を重ね、2019 年 3 月

「未来の品川駅前空間（西口）計画～国道 15 号・品川駅

西口駅前広場～事業計画」（以下、「事業計画」という）

を取りまとめた（図４）。
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＜コンセプト＞（図５）

品川駅西口駅前整備にあたっては、事業計画において

以下４つの基本コンセプトを定めている。

○異なるモビリティが乗り入れ、シームレスな乗換を可

能とする新たな交通結節点

○駅前や広場空間を中心に様々な都市活動を支える基盤

○新しい「日本の顔」となる象徴的な空間を懐柔に発信

○国内での大災害時には、首都圏の防災拠点としての機

能を発揮

＜イメージパース＞（図６）

現在の東西自由通路の延伸部として位置づけるセンタ

ーコア、自動運転や新たなモビリティを格納する次世代

型交通ターミナル、主に民間開発計画と連携した複合タ

ーミナルや賑わい広場についてのイメージが示されてい

る。特に、道路上空空間に、交通ターミナルや商業施設

を配置することがこれまでの道路事業やまちづくり等で

は実現できなかったプランとなっている。

＜空間の活用方針＞（図７）

空間の具体的な活用方針として、交通機能、賑わい機

能や民間敷地と一体となった空間整備により実現する７

つを定めている。
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図４　未来の品川駅前空間（西口）計画〜国道 15 号・品川駅西口駅前広場〜事業計画

 4 

 

䕦⊃ᑠ䛷ΰ㞧䛩䜛すཱྀ㥐๓ᗈሙ 

 

䕦Ṍ⾜⪅䛷⁄䜜䜛㥐๓Ṍ道ᶫ 

 

䕦㘒⥈䛜ከ䛔ᅜ道 15 ྕ䛾Ṍ道 

これࡽを㋃࠼ࡲ、ᅜᅵ交通┬では᭷㆑者や民間事業༠ຊ者、㛵ಀ行ᨻᶵ㛵とඹに検討会を㔜ࡡ、

2019 ᖺ 3 ᭶ࠕᮍ᮶のရᕝ㥐๓✵間㸦すཱྀ㸧ィ⏬㹼ᅜ㐨㸯㸳ྕ࣭ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙ㹼事業ィ⏬ࠖ

㸦௨ୗ、ࠕ事業ィ⏬ࠖという㸧をྲྀりࡲとࡓࡵ。 

  
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ㏻┬ᮾிᅜ㐨ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

 ᴫせࡢ⏬ᴗィڦ

㸺ࢺࣉࢭࣥࢥ㸼 

ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᩚഛにあࡓっては、事業ィ⏬において௨ୗ㸲つのᇶᮏࢥンࢺࣉࢭをᐃࡵている。 
 な交通⤖⠇Ⅼࡓがりධれ、シームࣞスなを可能とする新テࣜࣅなるモ␗ۑ 

 ┙るᇶ࠼な㒔ᕷάືをᨭࠎ㥐๓やᗈሙ✵間を୰ᚰにᵝۑ 

 ᪥ᮏの㢦ࠖとなる㇟ᚩⓗな✵間をᰂにⓎಙࠕ新しいۑ 

 ᅜෆでの⅏ᐖには、㤳㒔ᅪの㜵⅏ᣐⅬとしてのᶵ能をⓎۑ 

図３　品川駅西口の現状と課題

10



 4 

 

䕦⊃ᑠ䛷ΰ㞧䛩䜛すཱྀ㥐๓ᗈሙ 

 

䕦Ṍ⾜⪅䛷⁄䜜䜛㥐๓Ṍ道ᶫ 

 

䕦㘒⥈䛜ከ䛔ᅜ道 15 ྕ䛾Ṍ道 

これࡽを㋃࠼ࡲ、ᅜᅵ交通┬では᭷㆑者や民間事業༠ຊ者、㛵ಀ行ᨻᶵ㛵とඹに検討会を㔜ࡡ、

2019 ᖺ 3 ᭶ࠕᮍ᮶のရᕝ㥐๓✵間㸦すཱྀ㸧ィ⏬㹼ᅜ㐨㸯㸳ྕ࣭ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙ㹼事業ィ⏬ࠖ

㸦௨ୗ、ࠕ事業ィ⏬ࠖという㸧をྲྀりࡲとࡓࡵ。 

  
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ㏻┬ᮾிᅜ㐨ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

 ᴫせࡢ⏬ᴗィڦ

㸺ࢺࣉࢭࣥࢥ㸼 

ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᩚഛにあࡓっては、事業ィ⏬において௨ୗ㸲つのᇶᮏࢥンࢺࣉࢭをᐃࡵている。 
 な交通⤖⠇Ⅼࡓがりධれ、シームࣞスなを可能とする新テࣜࣅなるモ␗ۑ 

 ┙るᇶ࠼な㒔ᕷάືをᨭࠎ㥐๓やᗈሙ✵間を୰ᚰにᵝۑ 

 ᪥ᮏの㢦ࠖとなる㇟ᚩⓗな✵間をᰂにⓎಙࠕ新しいۑ 

 ᅜෆでの⅏ᐖには、㤳㒔ᅪの㜵⅏ᣐⅬとしてのᶵ能をⓎۑ 

図５　基本コンセプト

 5 

㸺ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓㸼 

⌧ᅾのᮾす⮬⏤通㊰のᘏఙ㒊として⨨࡙ࡅるࢭンターࢥ、⮬ື運㌿や新ࡓなモࣜࣅテを

᱁⣡するḟୡ௦ᆺ交通ターミナル、に民間開Ⓨィ⏬と㐃ᦠしࡓ」ྜターミナルや㈰ࢃいᗈሙに

ついての࣓ーࢪが♧されている。≉に、㐨㊰ୖ✵✵間に、交通ターミナルやၟ業設を㓄⨨す

ることがこれࡲでの㐨㊰事業や࡙ࡕࡲくり➼では実⌧でࡁなかっࣛࣉࡓンとなっている。 

㸺✵㛫ࡢά⏝᪉㔪㸼 

✵間のලయⓗなά用᪉㔪として、交通ᶵ能、㈰ࢃいᶵ能や民間ᩜᆅと୍యとなっࡓ✵間ᩚഛに

より実⌧する㸵つをᐃࡵている。 

ᅗ㸫㸲 ࢢࣥࢽ࣮ࢰ 

ᅗ㸫㸱 ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓ 図６　イメージパース
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事業計画においては、先に示した道路上空空間の活用

区分として、大きく「交通広場（センターコア含む）」

と「賑わい広場」の２つに分かれている。このうち交通

広場側については、公共スペースとされており道路区域

として活用される計画となっている。一方、商業施設を

含む賑わい広場については、商業スペースとしてされて

おり、民間での整備が期待されている空間となる。

品川駅西口駅前広場基盤整備にあたっては、このセン

ターコアより南側に位置する賑わい広場空間について、

立体道路制度を活用し、民間による整備・運営をしてい

くスキームとなっている（図８）。

３－２　立体道路制度活用にあたっての課題

本事業計画における賑わい広場について、立体道路制

度を活用して整備する場合、今回の事業計画の特性も含

めいくつかの課題が想定される。

現時点で想定される課題について整理を行った。
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図７　ゾーニング
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事業ィ⏬においては、ඛに♧しࡓ㐨㊰ୖ✵✵間のά用༊ศとして、ࡁくࠕ交通ᗈሙ㸦ࢭンタ

ーࡴྵࢥ㸧ࠖ とࠕ㈰ࢃいᗈሙࠖの㸰つにศかれている。このうࡕ交通ᗈሙഃについては、බඹス

いࢃ㈰ࡴースとされており㐨㊰༊ᇦとしてά用されるィ⏬となっている。୍᪉、ၟ業設をྵ࣌

ᗈሙについては、ၟ業ス࣌ースとしてされており、民間でのᩚഛが期待されている✵間となる。 
ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙᇶ┙ᩚഛにあࡓっては、このࢭンターࢥより༡ഃに⨨する㈰ࢃいᗈሙ

✵間について、❧య㐨㊰ไᗘをά用し、民間によるᩚഛ࣭運Ⴀをしていくス࢟ームとなっている。 

 
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ㏻┬ᮾிᅜ㐨ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

 
㸦㸰㸧❧య㐨㊰ไᗘά⏝ࡢ࡚ࡗࡓ࠶ㄢ㢟 

 ᮏ事業ィ⏬におࡅる㈰ࢃいᗈሙについて、

❧య㐨㊰ไᗘをά用してᩚഛするሙྜ、今ᅇ

の事業ィ⏬の≉ᛶもྵࡵいくつかのㄢ㢟が

ᐃされる。 
 ⌧Ⅼでᐃされるㄢ㢟についてᩚ⌮を

行っࡓ。 
 
ㄢ㢟㸯㸧㐨㊰の❧యⓗ༊ᇦの設ᐃ⠊ᅖ 
 ྑᅗ㸦B-B’᩿㠃࣓ーࢪ㸧に♧しࡓ通り㐨

㊰の❧యⓗ༊ᇦをᐃࡵるሙྜには、デ࢟ࢵᵓ

㐀≀㸦ᶫ⬮➼㸧が民間設となる。このሙྜ、

デ࢟ࢵᵓ㐀≀の⥔持⟶⌮はཎ๎、ᡤ᭷者であ

る民間事業者が行うこととなるが、民間事業

者にᅜ㐨ୖ✵設を⥔持⟶⌮するᢏ⾡㠃㺃㈝

用㠃での能ຊ、ࡓࡲ、Ᏻかつな㐨㊰交

通ᶵ能の☜ಖ➼についてもᠱᛕがṧる。 
 
ㄢ㢟㸰㸧ᅜ㐨ୖ✵✵間の౯್ 
 ᅜ㐨 15 ྕୖ✵に、民間設㸦㈰ࢃいᗈሙ࣭

ၟ業設➼㸧をᩚഛ㺃ಖ᭷する㝿には、බඹ

㈈⏘に⚾ᶒを設ᐃすることとなり、ྲྀᚓするࡵࡓのᑐ౯が必要となる。しかし、これࡲで㐨㊰ୖ

✵✵間の༷事がないࡵࡓ、✵間౯್⮬యがどの⛬ᗘの౯᱁となるかのか、᫂☜であること

ᅗ㸫㸲 ❧య㐨㊰ไᗘࡢά⏝⠊ᅖ 

ᅗ㸫㸳 㐨㊰ࡢ❧యⓗ༊ᇦࡢタᐃ㸦㸧 

道路区域のまま 民間による整備･運営 

❧య㐨㊰ไᗘ 
 ⏝άࢆ

資料：国土交通省東京国道事務所ホームページより
図８　立体道路制度の活用範囲
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課題１）道路の立体的区域の設定範囲

右図（B-B’ 断面イメージ）に示した通り

道路の立体的区域を定める場合には、デッキ

構造物（橋脚等）が民間施設となる。この場

合、デッキ構造物の維持管理は原則、所有者

である民間事業者が行うこととなるが、民間

事業者に国道上空施設を維持管理する技術面

･ 費用面での能力、また、安全かつ円滑な道

路交通機能の確保等についても懸念が残る。

課題２）国道上空空間の価値（図９）

国道 15 号上空に、民間施設（賑わい広場・

商業施設等）を整備 ･ 保有する際には、公共

財産に私権を設定することとなり、取得する

ための対価が必要となる。しかし、これまで

道路上空空間の売却事例がないため、空間価

値自体がどの程度の価格となるのか、不明確

であることが課題と考えられる。更に、国道

15 号上空での収益額（商業施設等による収益、

他）が上空デッキの整備費用及び空間の取得

対価に見合うものでないケースも十分に考え

られ、民間の事業計画が実現しないことも考

えられる。当該事業含めたまちづくり計画全

体への影響も極めて大きい。

課題３）国道 15号の容積率の設定（図 10）

現在、国道 15 号には容積率が設定されて

いない。民間事業者としては、国道上空の容

積活用は、事業の成立性に大きく関わる内容

である。容積率を地区計画により定め、容積

移転の可能性含め民間が事業スキームを検討

できる状況に整える必要がある。その他、容

積移転先のニーズや隣接ビルの高さ制限、民

間開発とのタイミングの整合等の課題が残る。
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ᅗ㸫㸲 ❧య㐨㊰ไᗘࡢά⏝⠊ᅖ 

ᅗ㸫㸳 㐨㊰ࡢ❧యⓗ༊ᇦࡢタᐃ㸦㸧 

道路区域のまま 民間による整備･運営 

❧య㐨㊰ไᗘ 
 ⏝άࢆ

図９　道路の立体的区域の設定（例）
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図 10　容積率に関する課題
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課題４）その他（建築敷地：接道の確保）（図 11）

重複利用区域を指定した道路（賑わい広場側の国道

15 号）は、建築基準法上の道路とみなされないため、

図 11 に示す駅南棟はこれ以外の区間で接道を取る必要

がある。その他の接道要件に関わる法令等の遵守も求め

られるため、特定行政庁との十分な協議の基、計画立案

が必要である。

３－３　今後の事業スケジュール

国道上空は国有財産であるため、民間事業者による私

権設定にあたっては公平性・透明性の担保が求められ、

公募手続きが必要となる。公募により選定した優先交渉

民間事業者は、道路管理者を含めたまちづくり組織との

事業実施内容の協議 ･ 調整を経て、事業実施に移る予定

とされている（図 12）。

未来の交通結節点～次世代型交
通ターミナルの機能～

交通広場（センターコア含む）では、先にコンセプト

で示した通り、未来型の交通結節点として将来必要とな

る機能、自動運転等の技術革新や、象徴的な空間を創出

することを目指し計画が進められている。特に、次世代

型交通ターミナルについては、これまでの交通ターミナ

ルの概念とは異なり、自動運転技術の活用・MaaS の概

念を意識している。以下に概要を紹介する。

ϞϏϦςΟͷωοτϫʔΫੈ࣍˙

次世代型交通ターミナルには、超小型モビリティ、パ

ーソナルモビリティ、多目的自動車の３つの次世代モビ

リティを格納し、周辺の拠点 ･ 資源への移動に活用する

とともに、周辺各所には乗降拠点（デポ）を設置しネッ

トワーク化を図る（図 13）。

˙γεςϜ

次世代型交通ターミナル、デポの他、周辺民間ビルに

�
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資料：国土交通省東京国道事務所ホームページより
図 12　立体道路制度を活用した賑わい広場整備に関する今後のスケジュール
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モビリティを一定台数待機させることが可能なプ

ールを用意する。また、需要に応じた車両供給を

自動運転技術で実現することで、各乗降拠点の車

両台数が常に最適化させるシステムを目指す（図

14）。

˙ͦͷଞ

常に最先端の技術（車両・システム）を有し、

ショールーム的な役割を果たすとともに、誰にと

っても使いやすいモビリティ配給拠点とする。

おわりに
平成 30 年 7 月の制度改正に伴い、これから全国

各都市で立体道路制度を活用したまちづくりが推

進されていることが想定される。本項では、先行

して制度活用を検討している品川駅西口駅前広場

基盤整備をケーススタディとして紹介した。

常に来訪者を呼び込み、持続可能なまちづくり

を推進するにあたっては、更なる制度の充実や先

に示した課題解決もさることながら、官・民の密

な連携と学（有識者）等により最新の知見を持っ

た計画立案が重要と考える。
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㸲㸬ᮍ᮶ࡢ㏻⤖⠇Ⅼ㹼ḟୡ௦ᆺ㏻ࡢࣝࢼ࣑࣮ࢱᶵ⬟㹼 

 交通ᗈሙ㸦ࢭンターࡴྵࢥ㸧では、ඛにࢥンࢺࣉࢭで♧しࡓ通り、ᮍ᮶ᆺの交通⤖⠇Ⅼとし

てᑗ᮶必要となるᶵ能、⮬ື運㌿➼のᢏ⾡㠉新や、㇟ᚩⓗな✵間をฟすることを┠ᣦしィ⏬が

進ࡽࡵれている。≉に、ḟୡ௦ᆺ交通ターミナルについては、これࡲでの交通ターミナルのᴫᛕ

とは␗なり、⮬ື運㌿ᢏ⾡のά用࣭MaaS のᴫᛕをព㆑している。௨ୗにᴫ要を⤂する。 
 ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢࢸࣜࣅḟୡ௦ࣔڦ

ḟୡ௦ᆺ交通ター

ミナルには、㉸ᑠᆺ

モࣜࣅテࣃ、ーࢯ

ナルモࣜࣅテ、ከ

┠ⓗ⮬ື㌴の㸱つの

ḟୡ௦モࣜࣅテを

᱁⣡し、࿘㎶のᣐⅬ㺃

㈨※の⛣ືにά用

するとともに、࿘㎶

ྛᡤには㝆ᣐⅬ

㸦デ࣏㸧を設⨨しࢿ

 。をᅗるࢡー࣡ࢺࢵ
 ࣒ࢸࢫࢩڦ

 ḟୡ௦ᆺ交通ターミナル、デ࣏の、࿘㎶民間 
 ることが可ࡏを୍ᐃྎᩘ待ᶵさテࣜࣅルにモࣅ
能なࣉール用ពする。ࡓࡲ、㟂要にᛂじࡓ㌴୧౪ 
⤥を⮬ື運㌿ᢏ⾡で実⌧することで、ྛ㝆ᣐⅬ 
の㌴୧ྎᩘがᖖに᭱㐺さࡏるシステムを┠ᣦす。 
 ࡢࡑڦ
 ᖖに᭱ඛ➃のᢏ⾡㸦㌴୧࣭システム㸧を᭷し、 
ショールームⓗなᙺをᯝࡓすとともに、ㄡにと 
ってもいやすいモࣜࣅテ㓄⤥ᣐⅬとする。 
 
㸳㸬ࡾࢃ࠾ 

 ᖹᡂ 30 ᖺ 7 ᭶のไᗘᨵṇにకい、これかࡽ 
ᅜྛ㒔ᕷで❧య㐨㊰ไᗘをά用し࡙ࡕࡲࡓくりが 
᥎進されていることがᐃされる。ᮏ㡯では、ඛ 
行してไᗘά用を検討しているရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈ 
ሙᇶ┙ᩚഛをケーススタデとして⤂しࡓ。 
 ᖖに᮶ゼ者をࡧ㎸ࡳ、持続可能な࡙ࡕࡲくり 
を᥎進するにあࡓっては、᭦なるไᗘの実やඛ 
に♧しࡓㄢ㢟ゎỴもさることながࡽ、ᐁ࣭民のᐦ 
な㐃ᦠとᏛ㸦᭷㆑者㸧➼により᭱新の▱ぢを持っ 
 。る࠼⪄ィ⏬❧が㔜要とࡓ

ᅗ㸫㸶 ḟୡ௦ࣔࢪ࣮࣓ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢࢸࣜࣅ 

ᅗ㸫㸷 ࢪ࣮࣓࣒ࢸࢫࢩ 図 14　システムイメージ
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㸲㸬ᮍ᮶ࡢ㏻⤖⠇Ⅼ㹼ḟୡ௦ᆺ㏻ࡢࣝࢼ࣑࣮ࢱᶵ⬟㹼 

 交通ᗈሙ㸦ࢭンターࡴྵࢥ㸧では、ඛにࢥンࢺࣉࢭで♧しࡓ通り、ᮍ᮶ᆺの交通⤖⠇Ⅼとし

てᑗ᮶必要となるᶵ能、⮬ື運㌿➼のᢏ⾡㠉新や、㇟ᚩⓗな✵間をฟすることを┠ᣦしィ⏬が

進ࡽࡵれている。≉に、ḟୡ௦ᆺ交通ターミナルについては、これࡲでの交通ターミナルのᴫᛕ
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モࣜࣅテࣃ、ーࢯ

ナルモࣜࣅテ、ከ

┠ⓗ⮬ື㌴の㸱つの
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᱁⣡し、࿘㎶のᣐⅬ㺃

㈨※の⛣ືにά用
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ྛᡤには㝆ᣐⅬ
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⤥を⮬ື運㌿ᢏ⾡で実⌧することで、ྛ㝆ᣐⅬ 
の㌴୧ྎᩘがᖖに᭱㐺さࡏるシステムを┠ᣦす。 
 ࡢࡑڦ
 ᖖに᭱ඛ➃のᢏ⾡㸦㌴୧࣭システム㸧を᭷し、 
ショールームⓗなᙺをᯝࡓすとともに、ㄡにと 
ってもいやすいモࣜࣅテ㓄⤥ᣐⅬとする。 
 
㸳㸬ࡾࢃ࠾ 

 ᖹᡂ 30 ᖺ 7 ᭶のไᗘᨵṇにకい、これかࡽ 
ᅜྛ㒔ᕷで❧య㐨㊰ไᗘをά用し࡙ࡕࡲࡓくりが 
᥎進されていることがᐃされる。ᮏ㡯では、ඛ 
行してไᗘά用を検討しているရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈ 
ሙᇶ┙ᩚഛをケーススタデとして⤂しࡓ。 
 ᖖに᮶ゼ者をࡧ㎸ࡳ、持続可能な࡙ࡕࡲくり 
を᥎進するにあࡓっては、᭦なるไᗘの実やඛ 
に♧しࡓㄢ㢟ゎỴもさることながࡽ、ᐁ࣭民のᐦ 
な㐃ᦠとᏛ㸦᭷㆑者㸧➼により᭱新の▱ぢを持っ 
 。る࠼⪄ィ⏬❧が㔜要とࡓ

ᅗ㸫㸶 ḟୡ௦ࣔࢪ࣮࣓ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢࢸࣜࣅ 

ᅗ㸫㸷 ࢪ࣮࣓࣒ࢸࢫࢩ 

図 13　次世代モビリティのネットワークイメージ

15


